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東日本大震災による沖合の水産資源や漁場、海洋環境の状態を把握し、漁業者への情報

提供を行うための基礎資料を収集すること、津波により流出した各種物質の分布・拡散を

把握するための資料を採集すること、また今後の調査船調査に向けた予備情報を収集する

ことを目的に、2011 年 4 月 14 日から 4 月 26 日にかけて、漁業調査船北光丸にて調査を行

ったので、その海洋環境調査に関連する概要をここに報告する。 

 

１．調査項目 

(1) プランクトン、卵稚仔調査 

NORPAC ネットを用いて図 1 の 32 点にて動物プランクトンおよび魚類卵稚仔の

採集をおこなった。 

(2) CTD 観測、多項目水質計観測 

図 1 の 32 点にて、CTD（SBE 社製 911plus）を用いて水温・塩分の鉛直分布を調

べた。同測点において、多項目水質計（JFE アドバンテック社製 AAQ）を用いて、

上層 100 m の溶存酸素濃度、水中光量、クロロフィル量、濁度の鉛直分布を調べ

た。また、同点において、表面採水によって水温を測定するとともに、塩分検定

用の採水を行った。塩分検定用の採水は亜表層からも適宜行った。 

なお、採水作業を行うにあたり、作業員の安全確保のため、GM サーベイメータ（ア

ロカ社製）を用いて放射線量を測定した。 

(3) 水質（油分等）調査 

 油分等の水質調査を行うため、図 1 の 32 点にて 1 L の表面採水を行った。 

(4) XCTD 観測 

図 2 の 14 点にて、XCTD（鶴見社製 XCTD-1）を用いて水温・塩分の鉛直分布を

調べた。 

 (5) 流向・流速観測 

超音波ドップラー式流速計（ADCP、RDI 社製 38kHz Ocean Surveyor）にて流向・

流速を測定した。ただし、計量魚探との干渉を避けるため、流向・流速観測は計



量魚探を停止している期間のみ行った。 

 

 

図 1．CTD 測点の分布。          図 2．XCTD 測点の分布。 

 

２．調査結果 

 (a) 水温分布 

CTDおよびXCTDで得られた水温データおよび関係機関によって取得された水温

データをもとに作成した東北海区の 0 m 深および 100 m 深における水温分布（図

3 および 4）から、三陸沖に暖水域が、福島県沖に冷水塊が存在していることがわ

かった。また、茨城県と福島県の県境には顕著な潮目が形成されていることがわ

かった。 

CTD および XCTD から得られた水温および塩分を用いて、地衡流計算を行った結

果、金華山以北では北上流が、金華山から福島県沖までは南下流が卓越していた。

地衡流の計算は海底地形の変化が大きな沿岸域においては正しく流れを反映しな

い傾向にあり、本来は ADCP を用いたデータの解析が必要であるが、沿岸域では

計量魚探による観測を優先したため、今回はデータを取得していない。このため、



沿岸域の流れについては正しいことはわからなかった。 

 
図 3．東北海区における 0 m 深水温分布。 

 
図 4．東北海区における 100 m 深水温分布。 



 

図 5．黒埼線（40ºN）断面における地衡流南北成分の分布。暖色系が北向き、寒色系が南

向き成分を示す。 

 

 

図 6．椿島線（38º56'N）断面における地衡流南北成分の分布。暖色系が北向き、寒色系が

南向き成分を示す。 

 



 

図 7．亘理線（38ºN）断面における地衡流南北成分の分布。暖色系が北向き、寒色系が南

向き成分を示す。 

 

 

図 8．塩屋埼線（37ºN）断面における地衡流南北成分の分布。暖色系が北向き、寒色系が

南向き成分を示す。 

 

 (b) 海水放射線量 

採水作業の前に作業員の安全のため行った GM サーベイメータ（アロカ社製）に

よる放射線量の測定を行った。測定は表面海水については金属製のバケツで 3 L



を採集し、測定した。出港直後の北海道沖で表面海水の測定し、その測定値 36 cpm

を測定雑音も含んだ背景放射線量と仮定し、この値と各測点における表面海水の

放射線量を比較した。各測点での測定値はいずれも背景放射線量を大きく上回る

ものはなかった（図 9）。 

同様に、各測点において、海底直上、もしくは海底深度が 1000 m 以上の場所では

1000 m 深における海水を 1 L 取水し、その放射線量を測定した。表面海水同様、

背景放射線量を大きく上回る測点はなかった（図 10）。GM サーベイメータでは、

放射性核種毎の放射線量を測定することができないため、参考値として用いるこ

としかできないが、結果的に測定した海水においては放射線量が高い海水はなか

った。 

 

 
図 9．GM サーベイメータで測定した表面海水の放射線量（参考値）。 
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図 10．GM サーベイメータで測定した海底直上もしくは 1000 m 深の海水の放射線量（参

考値）。 

 

３．今後の解析 

塩分、クロロフィル量等については、測器による測定値と採水によって得た試料

の値との比較を行い、補正をする必要がある。このため、正しい結果を得るまで

には時間がかかる。同様に、ADCP のデータについても補正が必要である。動物

プランクトンおよび魚類卵稚仔の分析や、油分等の水質分析も時間がかかるため、

これらの結果については、補正や分析が終わり次第、順次結果を報告する。 
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